
申 込 ⽅ 法 裏⾯の参加申込書に必要事項をご記⼊の上、FAXまたはメールにてご連絡ください。  問い合わせ 0532-81-5157（担当：穂苅）
主催 豊橋技術科学⼤学 安全安⼼地域共創リサーチセンター
後援 東海圏減災研究コンソーシアム・国⼟交通省中部地⽅整備局・愛知県・豊橋市・豊川市・蒲郡市・⽥原市・豊橋商⼯会議所・（株） サイエンス・クリエイト・東三建設業協会
   蒲郡地区委員会防災部会・御津臨海企業懇話会・明海地区防災連絡協議会・神野地区防災⾃治会・⽥原臨海企業懇話会・⾃然災害研究協議会中部地区部会・環境共⽣技術研究会

防災・減災シンポジウム

＠穂の国とよはし芸術劇場プラットアートスペース

〜震災に学び、地域がつながる、未来につながる〜

東⽇本⼤震災から

５年が過ぎようとしています。

復興はまだ道なかばです。⼀⽅で、 

次の震災への備えも疎かにはできません。

個⼈や企業等が防災・ 減災を個別に取り組むの

ではなく、お互いの経験や活動成果を共有する地域

 のつながりが未来の安全安⼼につながると考えます。

本シンポジウムでは、『つながる防災・減災』を

テーマに、震災の経験を踏まえ、いかに

地域が連携して防災・減災に取り組

むべきかを皆さんと⼀緒に考え

たいと思います。

2015.12.8 tue 13:00 - 17:00

挨  拶        （豊橋技術科学⼤学⻑）       
     

⼤⻄ 隆
趣旨説明        （安全安⼼地域共創リサーチセンター⻑）

          （東北⼤学災害科学国際研究所教授）

話題提供  14:40-16 :00

パネルディスカッション 16:10-17 :00 ※終了後、意⾒交換会（希望者のみ）

⻫藤⼤樹

中島正愛

佐藤 健

          （損保ジャパン⽇本興亜リスクマネジメント（株））新藤 淳

          （トヨタ⾃動⾞（株）⽥原⼯場）酒井浩久

わが国防災・減災のこれから
−求められる「⽂理融合」・「地域の⾃⽴と連携」・「産官学⺠協調」

参加費無料
事前申込制
定員200名

（⽇本建築学会会⻑／京都⼤学防災研究所教授／内閣府 SIPプログラムディレクター）

基調講演  13:30-14 :30

13 :00-13 :30

東北⼤学による被災地復興への取り組み

企業の防災対策と地域連携

地域と連携した防災・減災の取り組み −⾏政、及び関連会社との共⽣−

豊橋技術科学⼤学
安全安⼼地域共創リサーチセンター 主催 シンポジウム

本シンポジウムは、平成27年度「成⻑分野等における中核的⼈材養成等の戦略的推進」事業（⽂部科学省）です。

（予定）



つながる防災・減災シンポジウム
〜震災に学び、地域がつながる、未来につながる〜

豊橋技術科学⼤学 安全安⼼地域共創リサーチセンター主催

申 込 書

この⽤紙に必要事項をご記⼊の上、faxか e-mai lにてご連絡ください。

参加 ・ 不参加 （どちらかを○で囲んで下さい）
意⾒交換会

（会費3,000円程度）

電話番号

年 齢

歳

所属・役職

ふりがな

⽒ 名

e-mai lアドレス
または

fax番号

e-mai l @

―     ―fax

申込先

豊橋技術科学⼤学 安全安⼼地域共創リサーチセンター（研究⽀援課）

fax 0532-44-6568 e-mai l  ca rm@office. tut .ac . jp




